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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示装置であって、
　液晶材料と、
　前記液晶材料を挟持する１対の基板と、
　前記１対の基板の少なくとも一方に設けられる対向電極と、
　前記液晶表示装置の画素にそれぞれ対応してマトリックス状に設けられ、前記対向電極
に対して与える電位差により、前記液晶材料の前記画素に対応する部分の状態を制御する
ための複数の画素電極と、
　画面の水平方向に沿って配置される前記画素電極の行ごとの選択を行なうための複数の
走査線と、
　前記複数の走査線に交差して配列され、前記画素電極と対向電極との間に前記電位差と
して保持される信号を更新するための更新信号を伝達する複数の信号線と、
　前記複数の走査線と前記複数の信号線との交点にそれぞれ対応して設けられ、前記走査
線によって活性化され前記更新信号を前記画素電極に伝達する複数のスイッチング素子と
、
　前記走査線を選択し、前記複数の信号線に前記更新信号を与える画面駆動部とを備え、
　前記画面駆動部は、前記画面における第１の表示領域に対応する前記複数の走査線を第
１のピッチで順次選択し、前記画面における第２の表示領域に対応する前記複数の走査線
を前記第１のピッチと異なる第２のピッチで順次選択し、
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　前記液晶表示装置は、前記画面に第１の画像群と第２の画像群とを所定の順序で反復し
て表示し、
　前記第１の画像群は、
　第１の表示画像を少なくとも含み、
　前記第１の表示画像の表示時において、前記第１のピッチに相当する走査線の本数をｎ
とし、（ｎは２以上の自然数）、前記第２のピッチに相当する走査線の本数をｍとすると
（ｍはｎより小さな自然数）、
　前記第２の画像群は、
　前記第１のピッチに相当する走査線の本数がｍで、かつ、前記第２のピッチに相当する
走査線の本数がｎで表示される第２の表示画像を少なくとも含む、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第２のピッチは、前記走査線１本分である、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記画面駆動部は、前記第１の表示領域内にある前記複数の走査線を一本あたり第１の
選択時間で選択し、前記第２の表示領域内にある前記複数の走査線を一本あたり前記第１
の選択時間より短い第２の選択時間で選択する、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記画面駆動部は、前記第１の表示領域内にある前記複数の走査線の選択時に、前画像
表示時に与えた更新信号と逆極性の更新信号を前記複数の信号線に与える、請求項３に記
載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記画面駆動部は、
　表示画像に対応する同期信号およびクロック信号に基づき、前記更新信号の極性を制御
する極性反転信号と前記走査線の選択を制御する選択制御信号とを出力する表示制御回路
と、
　前記表示画像に対応する画像入力信号を受けて前記極性反転信号に応じて極性の反転を
行なう極性反転回路と、
　前記極性反転回路の出力を受けて保持し前記複数の信号線に更新信号を与える信号線駆
動回路とを含む、請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記液晶材料は、強誘電性液晶である、請求項１～５のいずれかに記載の液晶表示装置
。
【請求項７】
　前記液晶材料は、反強誘電性液晶である、請求項１～５のいずれかに記載の液晶表示装
置。
【請求項８】
　前記液晶材料は、ツイステッド・ネマティック液晶である、請求項１～５のいずれかに
記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　液晶材料と、前記液晶材料を挟持する１対の基板と、前記１対の基板の少なくとも一方
に設けられる対向電極と、前記液晶表示装置の画素にそれぞれ対応してマトリックス状に
設けられ、前記対向電極に対して与える電位差により、前記液晶材料の前記画素に対応す
る部分の状態を制御するための複数の画素電極と、画面の水平方向に沿って配置される前
記画素電極の行ごとの選択を行なうための複数の走査線と、前記複数の走査線に交差して
配列され、前記画素電極と対向電極との間に前記電位差として保持される信号を更新する
ための更新信号を伝達する複数の信号線と、前記複数の走査線と前記複数の信号線との交
点にそれぞれ対応して設けられ、前記走査線によって活性化され前記更新信号を前記画素
電極に伝達する複数のスイッチング素子とを備える液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記画面における第１の表示領域に対応する前記複数の走査線を第１のピッチで順次選
択し、前記第１の表示領域に画像を表示するステップと、
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　前記画面における第２の表示領域に対応する前記複数の走査線を前記第１のピッチと異
なる第２のピッチで順次選択し、前記第２の表示領域に画像を表示するステップとを備え
、
　前記液晶表示装置は、前記画面に第１の画像群と第２の画像群とを所定の順序で反復し
て表示し、
　前記第１の画像群は、
　前記第１の表示画像の表示時において、前記第１のピッチに相当する走査線の本数をｎ
とし、（ｎは２以上の自然数）、前記第２のピッチに相当する走査線の本数をｍとすると
（ｍはｎより小さな自然数）、
　前記第２の画像群は、
　前記第１のピッチに相当する走査線の本数がｍで、かつ、前記第２のピッチに相当する
走査線の本数がｎで表示される第２の表示画像を少なくとも含む、液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項１０】
　前記第２のピッチは、前記走査線１本分である、請求項９に記載の液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項１１】
　前記第１の表示領域に画像を表示するステップは、
　前記第１の表示領域内にある前記複数の走査線を一本あたり第１の選択時間で選択する
ステップを含み、
　前記第２の表示領域に画像を表示するステップは、
　前記第２の表示領域内にある前記複数の走査線を一本あたり前記第１の選択時間より短
い第２の選択時間で選択するステップを含む、請求項９に記載の液晶表示装置の駆動方法
。
【請求項１２】
　前記第１の表示領域に画像を表示するステップは、
　前記第１の表示領域内にある前記複数の走査線の選択時に、前画像表示時に与えた更新
信号と逆極性の更新信号を前記複数の信号線に与えるステップをさらに含む、請求項１１
に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記液晶材料は、強誘電性液晶である、請求項９～１２のいずれかに記載の液晶表示装
置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記液晶材料は、反強誘電性液晶である、請求項９～１２のいずれかに記載の液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記液晶材料は、ツイステッド・ネマティック液晶である、請求項９～１２のいずれか
に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、駆動素子としてマトリクス状に配列された薄膜トランジスタ（以下ＴＦＴと
称する。）を備え、アレイ基板および対向基板との間に液晶材料を挟持してなる液晶表示
装置および液晶表示装置の駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
画素ごとにＴＦＴを駆動素子として備えたアクティブマトリクス型の液晶表示装置は、隣
接する画素間クロストークがなく、高コントラスト表示が得られ、透過型表示が可能であ
り、かつ大型化も容易である等の利点を有しているため近年多く用いられている。
【０００３】
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図３２は、従来のツイステッド・ネマティック液晶を用いたＴＦＴ液晶パネルの駆動方法
を説明するための図である。
【０００４】
液晶パネルにはマトリクス状に信号線と走査線が配置されており、信号線と走査線との交
点にはＴＦＴと透明な画素電極とが接続されている。ＴＦＴと画素電極が設けられている
アレイ基板と対向する対向基板には対向電極がもうけられ、画素電極と対向電極との間に
は液晶が挟まれている。図３２には、液晶パネルの水平方向に沿って配置されている平行
なｋ本の走査線が示されている。
【０００５】
図３３は、走査線の駆動順序を説明するとともに、信号線とＴＦＴとを通じて画素電極に
与えられる信号の極性を説明するための図である。図３３（ａ）は、第１画像に対応する
図であり、図３３（ｂ）は、第２画像に対応する図である。
【０００６】
図３２、図３３（ａ）を参照して、時刻ｔ０から画面の上部から下部に向けて走査線が１
本ずつ順次選択される。すなわち、時刻ｔ０～ｔ１において、第１の走査線～第ｋの走査
線が１本ずつ順次選択される。この選択の切換は１水平走査期間（以下１Ｈと称する）の
周期で行なわれる。
【０００７】
また、各走査線の選択に対応して信号線には負極性の信号が与えられ、それまで正極性で
あった画素電極の保持する信号は負極性の信号に書き換えられる。
【０００８】
図３３（ｂ）を参照して、時刻ｔ１において１画面の更新が完了すると、再び画面の上部
から下部に向けて走査線が順次選択される。すなわち、時刻ｔ１～ｔ２において、第１～
第ｋの走査線が１本ずつ順次選択される。このとき、信号線には正極性の信号が与えられ
、応じて画素電極には正極性の信号が書込まれる。このとき画素電極が保持している信号
は、負極性から正極性へと極性が反転される。
【０００９】
このように１画像ごとに与える信号の極性を反転させるのは、液晶の特性劣化を防止する
ためである。画素電極と対向電極とのあいだに挟まれた液晶は、電極間に直流電圧を印加
し続けると特性が劣化する。したがって、液晶に印加する信号は、適当な間隔で極性を変
える必要がある。
【００１０】
一般にツイステッド・ネマティック液晶を用いた液晶パネルでは、各画素部が保持する信
号の書換えを行なう際に、図３３（ａ）、図３３（ｂ）に示すように、信号の極性も反転
させる方式が採用されている。このような方式に用いられる液晶の光学特性は電極間に加
えられる電圧の絶対値に依存し、電圧の極性には依存しない。
【００１１】
ところで、液晶表示装置においては、横方向の画素数が６４０で、縦方向の画素数が４８
０であり、６０Ｈｚの周期で画像が更新される規格が普及している。この規格では、縦方
向の画素数が走査線の数に相当する。すなわち、走査線は液晶パネル上に４８０本存在す
る。そして、１水平走査期間（１Ｈ）は、
１÷６０÷４８０＝３４μｓ
から調整しろを差し引いた３０～３１μｓに設定される。
【００１２】
近年、このようなＴＦＴ液晶表示装置においては、広視野角を得るため液晶材料として、
ツイステッド・ネマティック液晶に代えて、自発分極を有する強誘電性液晶や反強誘電性
液晶を用いたものが検討されている。これらの強誘電性液晶や反強誘電性液晶をＴＦＴで
駆動すると、これらの容量が大きいためにその液晶を極板間に挟持する画素部に対応する
容量の充電に要する時間がより長くなってしまう。この充電時間は、一般に５０μｓを超
えるため、充電不足となり、画素に対応する容量の保持電圧が低下する現象が知られてい
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る。
【００１３】
この保持電圧の低下は、コントラスト比の低下の原因となり画質に悪影響を及ぼす。充電
不足は、電極間に印加する電圧を増大することによっても補えるが、印加電圧を増大する
と、液晶の画素電極の駆動に必要な耐圧の高いドライバやアレイの採用が必要となり、コ
ストが増大するという問題を生ずる。
【００１４】
また、消費電力が増大することから、特に携帯用等のような小型軽量でかつ低消費電力が
要求される液晶表示装置にあっては、バッテリの使用可能時間が短縮されまた操作性も劣
るという問題を生ずる。
【００１５】
特に、液晶の劣化を防ぐために、極性を変えて信号を液晶パネルに書込む際に充電時間が
長くなることが問題となる。したがって、一般にツイステッド・ネマティック液晶に採用
されているような方式、すなわち、各画素電極に保持される信号を書き換えるたびに信号
の極性も反転させる方式を強誘電性液晶や反強誘電性液晶に適用するには問題がある。
【００１６】
この問題を解決するために、画面領域全体のうち一部の走査線に対応する部分の画素電極
に書込む信号の極性のみを反転させ、それ以外の走査線に対応する部分の画素電極には前
回の画像表示時における走査時と同極性の電圧を印加する擬似ＤＣ駆動方式が提案されて
いる（H.Okumura et al; "A 15-in. XGA TFT-AFLCD with Quasi-dc Driving Scheme for 
Monitor Applications ",SID 98 DIGEST,pp1171-1174(1998)）。
【００１７】
この駆動方式によれば、逆極性の充電を行なう画素部よりも、同極性の充電を行なう画素
部の方が、所定値に到達する時間が短いため、極性反転を行なわない画面の大半の画素部
は、短時間で所定値に充電することができる。
【００１８】
図３４は、擬似ＤＣ駆動方式の一例を説明するための図である。図３４（ａ）は第１画像
に対応する図であり、図３４（ｂ）は第２画像に対応する図であり、図３４（ｃ）は第３
画像に対応する図であり、図３４（ｄ）は第４画像に対応する図である。
【００１９】
図３４（ａ）を参照して、時刻ｔ０以前においては、第１～第４の走査線に対応する画素
部には正極性の信号が保持されており、第５～第ｋの走査線に対応する画素部には負極性
の信号が保持されているものとする。
【００２０】
時刻ｔ０～ｔ１において第１～第ｋの走査線が１本ずつ順次選択され第１画像が更新され
る。第１～第５の走査線に対応する画素部には正極性の信号が書込まれ、第６～第ｋの走
査線に対応する画素部には負極性の信号が書込まれる。
【００２１】
したがって、時刻ｔ０～ｔ１においては、第５の走査線に対応する画素部が保持する信号
の極性が負極性から正極性へと反転する。
【００２２】
図３４（ｂ）を参照して、第２画像表示時においては、第１～第６の走査線に対応する画
素部に正極性の信号が書込まれ、第７～第ｋの走査線に対応する画素部には負極性の信号
が書込まれる。
【００２３】
したがって、時刻ｔ１～ｔ２においては、第６の走査線に対応する画素部が保持する信号
の極性が負極性から正極性へと反転している。
【００２４】
図３４（ｃ）を参照して、第３画像表示時においては、第１～第７の走査線に対応する画
素部には正極性の信号が書込まれ、第８～第ｋの走査線に対応する画素部には負極性の信
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号が書込まれる。
【００２５】
したがって、時刻ｔ２～ｔ３においては、第７の走査線に対応する画素部が保持する信号
の極性は、負極性から正極性へと反転する。
【００２６】
図３４（ｄ）を参照して、第４画像表示時においては、第１～第８の走査線に対応する画
素部には正極性の信号が書込まれ、第９～第ｋの走査線に対応する画素部には負極性の信
号が書込まれる。
【００２７】
したがって、時刻ｔ３～ｔ４においては、第８の走査線に対応する画素部の保持する信号
の極性が負極性から正極性へと反転する。
【００２８】
つまり、擬似ＤＣ駆動方式とは、全走査線のうちの一部の走査線に対応する画素部が保持
する信号の極性のみを反転させ、それ以外の走査線上の画素部には、前回走査時と同極性
の信号を印加する方式である。図３４（ａ）～図３４（ｄ）で示した例では、１画面が更
新されるごとに、極性を変える画素部に対応する走査線を１本ずつずらし、ｋ回の画面更
新を経て、液晶パネルの全画素部が保持する信号の極性を反転させる。
【００２９】
次に、擬似ＤＣ駆動方式の簡単なフローを説明する。
図３５は、従来の擬似ＤＣ駆動方式の動作を表わすフローチャートである。
【００３０】
図３５を参照して、まずステップＳ１００において初期値が定められる。すなわち信号の
極性ｐは正極性とされ、表示ライン番号ｉは１に設定され、極性反転されるラインの番号
ｊも１に設定される。ラインとは、本明細書においては、各走査線に対応する画素部を示
すことにする。
【００３１】
次に、ステップＳ１０１において、画像の表示が開始される。ステップＳ１０２において
、表示しようとするライン番号ｉがこの画像表示時において極性が反転されるライン番号
ｊ以下であるか否かが判断される。
【００３２】
表示ライン番号ｉが極性反転ライン番号ｊより小さいかまたは等しい場合は、ステップＳ
１０３に進み、表示ラインに極性ｐで画像信号が与えられる。一方、表示ライン番号が極
性反転されるライン番号よりも大きい場合には、ステップＳ１０４に進み、表示ラインに
は極性ｐの反転極性で画像信号が与えられる。
【００３３】
次に、ステップＳ１０５に進み、表示ライン番号ｉがインクリメントされる。そしてステ
ップＳ１０６に進み、表示ライン数が画像の全ライン数ｋを超えているか否かが判断され
る。
【００３４】
表示ライン数ｉが全ライン数ｋを超えていない場合にはステップＳ１１１に進み、次のラ
インを表示する。
【００３５】
表示ライン数が画像の全ライン数ｋを超えている場合には、１画像の表示が終了している
のでステップＳ１０７に進む。１画像の表示が終了すると、ステップＳ１０７において表
示ライン番号が１に戻される。そして、ステップＳ１０８において、次の画像で極性反転
されるライン番号がインクリメントされステップＳ１０９に進む。
【００３６】
ステップ１０９では、表示反転ラインの番号ｊが全ライン数ｋを超えているか否かが判断
される。
【００３７】
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表示反転ラインの番号ｊが全ライン数ｋを超えている場合には、画面全体の信号の極性反
転が完了したことを示すのでステップＳ１１０に進む。ステップＳ１１０においては、次
に極性反転するラインを第１ラインに戻し、与える信号の極性を反転させる。そして、ス
テップＳ１１２に進む。
【００３８】
ステップＳ１０９において、極性反転ラインｊが全ライン数ｋを超えていない場合には、
画面全体の信号の極性反転が完了していないため、ステップＳ１１２に進み次の画像表示
に移る。
【００３９】
ステップＳ１１２においては次の画像表示への移行処理が行なわれ、そしてステップＳ１
０１に再び戻り新たな画像の表示が開始される。
【００４０】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、擬似ＤＣ駆動方式では、液晶の劣化を防ぐことはできるものの、極性反転
した走査線上の画素部については充電時間が不十分なため、周辺の画素部と輝度差を生じ
るなどの問題点があった。
【００４１】
この発明の目的は、極性反転時の充電時間の不足を解消し、強誘電液晶や反強誘電液晶を
用いた広視野角の液晶表示装置を提供することである。
【００４２】
また、画素数が多くなると、走査線の選択時間は画素数に反比例して減少するために、従
来のツイステッド・ネマティック液晶を用いた表示装置においても各画素部の充電時間が
不十分となってしまうという問題点があった。
【００４３】
この発明の他の目的は、ツイステッド・ネマティック液晶を用いた表示装置においても画
素数が多くなった場合等における充電時間の不足が解消された液晶表示装置を提供するこ
とである。
【００４４】
【課題を解決するための手段】
　本発明の第１の局面におけるの液晶表示装置は、液晶表示装置であって、液晶材料と、
液晶材料を挟持する１対の基板と、１対の基板の少なくとも一方に設けられる対向電極と
、液晶表示装置の画素にそれぞれ対応してマトリックス状に設けられ、対向電極に対して
与える電位差により、液晶材料の画素に対応する部分の状態を制御するための複数の画素
電極と、画面の水平方向に沿って配置される画素電極の行ごとの選択を行なうための複数
の走査線と、複数の走査線に交差して配列され、画素電極と対向電極との間に電位差とし
て保持される信号を更新するための更新信号を伝達する複数の信号線と、複数の走査線と
複数の信号線との交点にそれぞれ対応して設けられ、走査線によって活性化され更新信号
を画素電極に伝達する複数のスイッチング素子と、走査線を選択し、複数の信号線に更新
信号を与える画面駆動部とを備え、画面駆動部は、画面における第１の表示領域に対応す
る複数の走査線を第１のピッチで順次選択し、画面における第２の表示領域に対応する複
数の走査線を第１のピッチと異なる第２のピッチで順次選択する。
　液晶表示装置は、画面に第１の画像群と第２の画像群とを所定の順序で反復して表示し
、第１の画像群は、第１の表示画像を少なくとも含み、第１の表示画像の表示時において
、第１のピッチに相当する走査線の本数をｎとし、（ｎは２以上の自然数）、第２のピッ
チに相当する走査線の本数をｍとすると（ｍはｎより小さな自然数）、第２の画像群は、
第１のピッチに相当する走査線の本数がｍで、かつ、第２のピッチに相当する走査線の本
数がｎで表示される第２の表示画像を少なくとも含む。
【００４６】
　好ましくは、第２のピッチは、走査線１本分である。
【００４８】
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　好ましくは、画面駆動部は、第１の表示領域内にある複数の走査線を一本あたり第１の
選択時間で選択し、第２の表示領域内にある複数の走査線を一本あたり第１の選択時間よ
り短い第２の選択時間で選択する。
【００４９】
　より好ましくは、画面駆動部は、第１の表示領域内にある複数の走査線の選択時に、前
画像表示時に与えた更新信号と逆極性の更新信号を複数の信号線に与える。
【００５０】
　より好ましくは、画面駆動部は、表示画像に対応する同期信号およびクロック信号に基
づき、更新信号の極性を制御する極性反転信号と走査線の選択を制御する選択制御信号と
を出力する表示制御回路と、表示画像に対応する画像入力信号を受けて極性反転信号に応
じて極性の反転を行なう極性反転回路と、極性反転回路の出力を受けて保持し複数の信号
線に更新信号を与える信号線駆動回路とを含む。
【００５２】
　好ましくは、液晶材料は、強誘電性液晶である。
【００５３】
　好ましくは、液晶材料は、反強誘電性液晶である。
【００５４】
　好ましくは、液晶材料は、ツイステッド・ネマティック液晶である。
【００５５】
　この発明は、他の局面では、液晶材料と、液晶材料を挟持する１対の基板と、１対の基
板の少なくとも一方に設けられる対向電極と、液晶表示装置の画素にそれぞれ対応してマ
トリックス状に設けられ、対向電極に対して与える電位差により、液晶材料の画素に対応
する部分の状態を制御するための複数の画素電極と、画面の水平方向に沿って配置される
画素電極の行ごとの選択を行なうための複数の走査線と、複数の走査線に交差して配列さ
れ、画素電極と対向電極との間に電位差として保持される信号を更新するための更新信号
を伝達する複数の信号線と、複数の走査線と複数の信号線との交点にそれぞれ対応して設
けられ、走査線によって活性化され更新信号を画素電極に伝達する複数のスイッチング素
子とを備える液晶表示装置の駆動方法であって、画面における第１の表示領域に対応する
複数の走査線を第１のピッチで順次選択し、第１の表示領域に画像を表示するステップと
、画面における第２の表示領域に対応する複数の走査線を第１のピッチと異なる第２のピ
ッチで順次選択し、第２の表示領域に画像を表示するステップとを備える。
　液晶表示装置は、画面に第１の画像群と第２の画像群とを所定の順序で反復して表示し
、第１の画像群は、第１の表示画像の表示時において、第１のピッチに相当する走査線の
本数をｎとし、（ｎは２以上の自然数）、第２のピッチに相当する走査線の本数をｍとす
ると（ｍはｎより小さな自然数）、第２の画像群は、第１のピッチに相当する走査線の本
数がｍで、かつ、第２のピッチに相当する走査線の本数がｎで表示される第２の表示画像
を少なくとも含む。
【００５７】
　好ましくは、第２のピッチは、走査線１本分である。
【００５９】
　好ましくは、第１の表示領域に画像を表示するステップは、第１の表示領域内にある複
数の走査線を一本あたり第１の選択時間で選択するステップを含み、第２の表示領域に画
像を表示するステップは、第２の表示領域内にある複数の走査線を一本あたり第１の選択
時間より短い第２の選択時間で選択するステップを含む。
【００６０】
　より好ましくは、第１の表示領域に画像を表示するステップは、第１の表示領域内にあ
る複数の走査線の選択時に、前画像表示時に与えた更新信号と逆極性の更新信号を複数の
信号線に与えるステップをさらに含む。
【００６２】
　好ましくは、液晶材料は、強誘電性液晶である。
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【００６３】
　好ましくは、液晶材料は、反強誘電性液晶である。
【００６４】
　好ましくは、液晶材料は、ツイステッド・ネマティック液晶である。
【００６５】
【発明の実施の形態】
以下において、本発明の実施の形態について図面を参照して詳しく説明する。なお、図中
同一符号は同一または相当部分を示す。
【００６６】
［実施の形態１］
図１は、本発明の液晶表示装置１の構成を示す図である。
【００６７】
図１を参照して、液晶装置１は、液晶パネル２と、液晶パネル２の画像を表示するための
制御を行なう画面駆動制御部８とを含む。
【００６８】
液晶表示装置１は、さらに、液晶パネルの後部から液晶パネル２に対して光を照射するた
めの光源４と、光源４を駆動するための光源駆動部６とを含む。
【００６９】
液晶パネル２は、２枚のガラスなどの透明な基板からなり、それらの間に液晶が封入され
ている。ガラス基板の一枚（アレイ基板）には、透明な画素電極と、画素電極をオンオフ
するためのスイッチング素子とが形成され、他のガラス基板（対向基板）には、透明な対
向電極が形成され、電極間に液晶が挟まれる。そして、各画素に対応して電圧が電極間に
加えられる構成になっている。ただし、対向電極はアレイ基板上に画素電極に隣接して設
けられても良い。
【００７０】
図２は、図１における液晶パネル２および表示制御部８の概略構成を示すブロック図であ
る。
【００７１】
図２を参照して、この液晶表示装置は、映像信号ＶＩＮを受け制御信号ＰＩＮＶに従い極
性を反転または正転させ信号ＶＩＮ２を出力する反転回路１０と、クロック信号ＣＬＯＣ
Ｋ、水平同期信号ＨＳＹＮＣおよび垂直同期信号ＶＳＹＮＣを受け制御信号ＰＩＮＶ、Ｓ
１を出力する表示制御回路１２と、信号ＶＩＮ２および制御信号Ｓ１を受けるＸドライバ
１４と、表示制御回路１２によって制御されるＹドライバ２０とを含む。
【００７２】
この液晶表示装置は、Ｘドライバによって信号線が駆動されＹドライバによって走査線が
駆動される表示パネル２２をさらに含む。
【００７３】
Ｘドライバは、表示制御回路１２がクロック信号および同期信号に基づいて出力する制御
信号Ｓ１を受けて順次シフトするシフトレジスタ１６と、シフトレジスタの出力に基づい
て、各信号線に対応する信号ＶＩＮ２を取込み、保持するサンプルホールド回路１８とを
含む。
【００７４】
図２においては、説明の簡単のため、表示パネル部は走査線Ｌ１～Ｌ１６および信号線Ｄ
１～Ｄ２０によって制御される１６×２０の画素部を含む構成を一例として示す。
【００７５】
図３は、図２における表示パネル２２の一部を拡大して示した等価回路図である。
【００７６】
図３を参照して、表示パネル部２２のアレイ基板上には、一方向に平行して配列される走
査線Ｌ１～Ｌ５に直交して画像データに対応する信号を画素部に与える信号線Ｄ１～Ｄ３
が設けられる。これらの走査線と信号線の交点には画素部３２が設けられる。
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【００７７】
各画素部は、それぞれ、画素電極４４と、対向基板上に設けられる対向電極４６とを含む
。画素電極４４と対向電極４６との間には液晶が挟まれておりキャパシタ３６が形成され
ている。
【００７８】
画素部３２は、各々の走査線との交点に対応して設けられるスイッチング素子をさらに含
む。図３では、スイッチング素子としてＴＦＴ３４を含む例が示される。
【００７９】
ＴＦＴ３４のゲート電極４２は対応する走査線に接続され、ＴＦＴ３４のドレイン電極３
８は対応する信号線に接続され、ＴＦＴのソース電極４０は画素電極４４に接続される。
キャパシタ３６の信号保持時間を増大させるためにキャパシタ３６と並列に保持容量が設
けられる場合があるがここでは図示しない。
【００８０】
図２、図３を参照して、簡単に動作を説明すると、Ｙドライバ２０によって走査線Ｌ１～
Ｌ１６が順次１本ずつ選択される。走査線の選択に同期してＸドライバ１４に含まれるサ
ンプルホールド回路１８からは、各走査線に対応する画素部に信号線Ｄ１～Ｄ２０を介し
て信号が与えられ、走査線の選択の終了とともにそれらの信号が各キャパシタ３６に保持
される。このようにして各画素が更新され画面が更新される。
【００８１】
以上、図１～図３を用いて説明した構成は、後に説明する実施の形態２～実施の形態６に
おいても同様に用いられるものである。
【００８２】
図４は、実施の形態１における画面上において走査線が選択される様子を説明するための
図である。
【００８３】
図５は、実施の形態１において走査線が選択される順序を説明するための図である。
【００８４】
図４、図５を参照して、実施の形態１においては、画面全体を走査線ｎ本からなる画面の
上部領域と走査線ｍ本からなる画面の下部領域とに２分割する。各々の分割された領域に
おいては、走査線を選択する順序を異なったものとする。例として、図４では、上部領域
は３本に１本の割合で画面が更新される飛越し走査が行なわれる。下部領域は、２本に１
本の割合で画面が更新される飛越し走査が行なわれる。なお、図４における破線で示した
走査線は画面更新の際に更新されない画素に対応する走査線を示し、実線は更新される画
素に対応する走査線を示している。
【００８５】
ここで、図４と図５との比較を容易にするために走査線の総数を同一にして、ｋ＝ｎ＋ｍ
とする。
【００８６】
まず、最初の画像は、図５（ａ）に示すように、図４の上部領域は、２本の間隔をあけて
第１、第４、第７、第１０…の走査線の順に走査線が１本ずつ順次選択される。つまり、
画面の上部領域においては、走査線３本分のピッチで選択される走査線が移動する。引続
き下部領域では、走査線１本の間隔をあけて、走査線が第（ｎ＋１）、第（ｎ＋３）、第
（ｎ＋５）、第（ｎ＋７）…の順に順次１本ずつ選択される。つまり、画面の下部領域に
おいては、走査線２本分のピッチで選択される走査線が移動する。
【００８７】
次の画像では、図５（ｂ）に示すように、画面上部の走査線ｎ本の画面領域では、第２、
第５、第８、第１１…の順に走査線が１本ずつ選択される。つまり、画面の上部領域にお
いては、走査が開始される走査線が前画像より１本下の走査線（第２の走査線）となり、
以降は前画像と同様に走査線３本分のピッチで選択される走査線が移動する。引続き、下
部領域では、第（ｎ＋２）、第（ｎ＋４）、第（ｎ＋６）、第（ｎ＋８）…の順に走査線
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が１本ずつ順次選択される。つまり、画面の上部領域においては、走査が開始される走査
線が前画像より１本下の走査線（第（ｎ＋２）の走査線）となり、以降は前画像と同様に
走査線２本分のピッチで選択される走査線が移動する。
【００８８】
さらにその次の画像では、図５（ｃ）に示すように、上部領域では、第３、第６、第９、
第１２…の順に走査線が１本ずつ選択され、引続き画面下部の走査線ｍ本の画面領域では
、再び図５（ａ）と同様第（ｎ＋１）、第（ｎ＋３）、第（ｎ＋５）…の順に１本ずつ走
査線が選択される。以後は図５（ａ）～（ｃ）で示した順序で、画面の上部領域では３画
像で、画面の下部領域では２画像で全ての画素が更新される。
【００８９】
このように、走査線間隔を広くした飛越し走査を行なう領域を設けることで、動画などの
画質を向上させることができる。これは、従来では、１画面全体を走査するのに必要な時
間がｋ・Ｈであったのに対し、実施の形態１においては１画面全体を走査するのに必要な
時間は（ｎ／３＋ｍ／２）・Ｈになり、ｋ＝ｎ＋ｍであるから従来より（ｎ・２／３＋ｍ
／２）・Ｈだけ走査時間を短くすることができるためである。特に走査線の数が多い場合
に有効である。
【００９０】
ただし、間隔をあけて走査した画面部は、上下の走査線上の画素と不連続点が生じる。
【００９１】
しかし、一般に、人間の目は動いているものに対する分解能（解像度）が低い。したがっ
て、１ラインごとに十分に充電を行い、画面の更新時間を長くして１フレームを完了させ
るよりも、上下のラインでずれが生じても飛越し走査により画像の全体の書換えを速く行
なった方が動画の場合は自然に見える。
【００９２】
さらには、一般に画面は隣接する画素間で相関性が強く、実質的には大半の画面は輪郭部
以外の連続な部分であるため影響は少ない。
【００９３】
したがって、実施の形態１においては、画面の更新速度が速くなり、動画をより自然に見
せることが可能となる。
【００９４】
［実施の形態２］
図６は、実施の形態２における画面上での走査線の選択の様子を説明するための図である
。
【００９５】
図７は、実施の形態２における走査線を選択する順番を説明するための図である。
【００９６】
実施の形態２においては、画面は、全体の走査線の本数がｋ本であり、画面上部の走査線
ｎ本に対応する画素部を含む上部領域と画面の下部の走査線ｍ本に対応する画素部を含む
下部領域とからなる。画面の上部領域においては２本おき、すなわちピッチ３で飛越し走
査が実施され、画面の下部領域においては連続走査すなわちピッチ１で走査が行なわれる
。
【００９７】
なお、図６と図７との比較を容易にするために、走査線の総数を同一にしてｋ＝ｎ＋ｍと
する。また、図６における破線は、更新されない画素に対応する走査線を示す。また実線
は更新される画素に対応する走査線を示す。
【００９８】
まず、第１の画像では、時刻ｔ０～ｔ１において、図７（ａ）に示すような走査線の選択
が行なわれる。上部領域においては、２本の間隔をあけて順次第１、第４、第７、第１０
…の順に１本ずつ走査線が選択される。続いて、下部領域においては、連続して第ｎ＋１
、第ｎ＋２、第ｎ＋３、第ｎ＋４…の順に走査線が１本ずつ連続して選択される。
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【００９９】
時刻ｔ１～ｔ２における第２画像の表示においては、図７（ｂ）に示すように、上部領域
では、第２、第５、第８、第１１…の順に１本ずつ走査線が選択される。引続き、下部領
域においては、図７（ａ）と同様に第（ｎ＋１）～第（ｎ＋ｍ）の走査線が１本ずつ順次
選択される。
【０１００】
時刻ｔ２～ｔ３における第３の画像の表示では、図７（ｃ）に示すように、上部領域にお
いては、第３、第６、第９、第１２…の順に１本ずつ走査線が選択される。引続き、下部
領域においては、図７（ａ）と同様第（ｎ＋１）～第（ｎ＋ｍ）の走査線が１本ずつ順次
選択される。以降同様な順番で走査線が選択され画面が更新される。
【０１０１】
このように、実施の形態２においては、画面の一部分に走査線の選択間隔をあけた飛越し
走査を行なう画面領域を設けることで、実施の形態１と同様動画などの画質を向上させる
ことができる。特に走査線の数が多い場合に有効である。
【０１０２】
［実施の形態３］
実施の形態３では、液晶表示装置は、図６で示した画面の上部領域の飛越し走査の間隔が
１本おきに走査線が選択される点が実施の形態２の場合と異なる。画面の下部領域は走査
線ｍ本分に相当する画素からなっており画面全体の走査線の本数ｋは、ｋ＝ｎ＋ｍである
点は実施の形態２の場合と同様である。
【０１０３】
図８は、実施の形態３における走査線の選択される順序を説明するための図である。図８
（ａ）は第１画像に対応する図である。図８（ｂ）は第２画像に対応する図である。
【０１０４】
時刻ｔ０～ｔ１では、第１画像表示時において、図８（ａ）で示すような走査線の選択が
行なわれる。
【０１０５】
画面の上部領域では、走査線が１本の間隔をあけて、すなわちピッチ２で順次第１、第３
、第５、…、第（ｎ－３）、第（ｎ－１）の走査線の順に１本ずつ順次選択される。走査
線の選択は２Ｈの周期で更新される。また、走査線の選択が切換わるときに、いずれの走
査線も選択されていないタイミングロスαが生ずる。
【０１０６】
このαは１水平期間の２割程度になる。したがって約６μｓ程度である。
続いて、画面の下部領域においては、連続して配置される第（ｎ＋１）～第（ｎ＋ｍ）の
走査線が１本ずつ順次選択される。すなわち、走査線の選択のピッチは１である。走査線
の選択は１Ｈ周期で更新され、上部領域の場合と同様に走査線の選択が切換わる際にタイ
ミングロスαが生ずる。
【０１０７】
図８（ｂ）を参照して、時刻ｔ１～ｔ２における第２画像の表示時は、画面の上部領域で
は、１本の間隔をあけて、すなわちピッチ２で、第２、第４、第６、…、第（ｎ－２）、
第ｎの走査線が順次１本ずつ選択される。走査線の選択の切換周期は２Ｈであり、切換時
に発生するタイミングロスはαである点は第１画像の場合と同様である。
【０１０８】
続いて、画面の下部領域においては、第１画像の場合と同様に、第（ｎ＋１）～第（ｎ＋
ｍ）の走査線が順次１本ずつ選択される。走査線の選択の切換周期は１Ｈであり、選択の
切換時に生ずるタイミングロスはαである点は第１画像の場合と同様である。
【０１０９】
これ以降、図８（ａ）、図は（ｂ）で示した走査シーケンスが交互に繰返され画面が順次
更新される。
【０１１０】
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実施の形態３では、画面の上部領域における走査線の選択切換え周期を２Ｈ、画面の下部
領域における走査線の選択切換え周期を１Ｈとしている。この場合、画面全体の更新に要
する時間は、ｋ・Ｈとなり図３２、図３３で示した従来の走査線の選択方式の場合と変わ
らない。
【０１１１】
ところが、各走査線の選択を切換える際に、タイミングロスαが発生し、実質的に各画素
部に充電するための時間が減少する。たとえば、図８（ａ）～図８（ｂ）で示した画像表
示時において、画面の上部領域においては走査線の各画素部の充電時間は、２画像あたり
２Ｈ－αであるのに対し、画面の下部領域においては図８（ａ）と図８（ｂ）との２回に
わたってそれぞれＨ－αずつ充電される。すなわち画面の下部領域における充電時間は合
計すると２画像あたり２Ｈ－２αである。
【０１１２】
つまり、画面の上部領域の方が、タイミングロスが少なく充電効率がよい。また、駆動周
波数が低くなるため、その分消費電力も少なくなる。
【０１１３】
ただし、走査線の飛越しを行なうことで、画面の動きに対する表示の追従性は劣る。
【０１１４】
しかし、一般に、人間の目は動いているものに対する分解能（解像度）が低い。したがっ
て、１ラインごとに十分に充電を行い、画面の更新時間を長くして１フレームを完了させ
るよりも、上下のラインでずれが生じても飛越し走査により画像の全体の書換えを速く行
なった方が動画の場合は自然に見える。
【０１１５】
以上説明したように、実施の形態３においては、走査間隔の広い画面を設け、その選択時
間を長くさせることで充電効率を高め、低消費電力化が可能となる。
【０１１６】
［実施の形態４］
実施の形態４においては、実施の形態３の場合と同様に、画面上部の走査線ｎ本に対応す
る画素を含む上部領域において走査線の選択は２Ｈごとに切換わり、飛越し走査の間隔は
１本おき、すなわち、ピッチ２で走査線の選択が行なわれる。
【０１１７】
また、画面下部の走査線ｍ本に対応する画素を含む下部領域においては、走査線の選択は
１Ｈごとに切換が実施され走査線は連続して順次選択される場合、すなわち、走査線の選
択ピッチが１の場合を例として示す。なお、画面全体の走査線の本数はｋ本であり、ｋ＝
ｎ＋ｍである。
【０１１８】
図９は、実施の形態４における走査線の選択される順序を説明するための図である。図９
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）はそれぞれ第１、第２、第３、第４画像に対応する図で
ある。
【０１１９】
第１画像表示時においては、図９（ａ）で示すような走査線の選択が行なわれる。
【０１２０】
画面の上部領域では、走査線が１本の間隔をあけて順次第１、第３、第５、…、第（ｎ－
３）、第（ｎ－１）の走査線の順に１本ずつ順次選択される。走査線の選択は２Ｈの周期
で更新される。
【０１２１】
続いて、画面の下部領域においては、連続して配置される第（ｎ＋１）～第（ｎ＋ｍ）の
走査線が１本ずつ順次選択される。走査線の選択は１Ｈ周期で更新される。
【０１２２】
図９（ａ）においては、画面の上部領域においては信号線には負極性の画像信号が与えら
れる。したがって、第１画像表示時においては、画面の上部領域において更新される各画
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素部が保持する信号の極性は、正極性から負極性へと反転される。
【０１２３】
図９（ｂ）を参照して、第２画像の表示時は、画面の上部領域では、１本の間隔をあけて
、第２、第４、第６、…、第（ｎ－２）、第ｎの走査線が順次１本ずつ選択される。走査
線の選択の切換周期は２Ｈである点は第１画像の表示時と同様である。
【０１２４】
続いて、画面の下部領域においては、第１画像の表示時と同様に、第（ｎ＋１）～第（ｎ
＋ｍ）の走査線が順次１本ずつ選択される。
【０１２５】
図９（ｂ）においては、画面の上部領域においては信号線には負極性の画像信号が与えら
れる。したがって、第２画像表示時においては、画面の上部領域でのすべての各画素部が
保持する信号の極性は、正極性から負極性へと反転される。
【０１２６】
第３画像表示時においては、図９（ｃ）で示すような走査線の選択が行なわれる。
【０１２７】
画面の上部領域では、走査線が１本の間隔をあけて順次第１、第３、第５、…、第（ｎ－
３）、第（ｎ－１）の走査線の順に１本ずつ順次選択される。走査線の選択は２Ｈの周期
で更新される。
【０１２８】
続いて、画面の下部領域においては、連続して配置される第（ｎ＋１）～第（ｎ＋ｍ）の
走査線が１本ずつ順次選択される。走査線の選択は１Ｈ周期で更新される。
【０１２９】
図９（ｃ）においては、画面の上部領域においては信号線には正極性の画像信号が与えら
れる。したがって、第１画像表示時においては、画面の上部領域において更新される各画
素部が保持する信号の極性は、負極性から正極性へと反転される。
【０１３０】
図９（ｄ）を参照して、第２画像の表示時は、画面の上部領域では、１本の間隔をあけて
、第２、第４、第６、…、第（ｎ－２）、第ｎの走査線が順次１本ずつ選択される。走査
線の選択の切換周期は２Ｈである点は第３画像の場合と同様である。
【０１３１】
続いて、画面の下部領域においては、第３画像の場合と同様に、第（ｎ＋１）～第（ｎ＋
ｍ）の走査線が順次１本ずつ選択される。
【０１３２】
図９（ｄ）においては、画面の上部領域においては信号線には正極性の画像信号が与えら
れる。したがって、第２画像表示時においては、画面の上部領域でのすべての各画素部が
保持する信号の極性は、負極性から正極性へと反転される。
【０１３３】
図１０は、図９（ａ）～図９（ｄ）における走査線および信号線の実際の動作を説明する
ための動作波形図である。
【０１３４】
図１０では、説明の簡単のため走査線の本数が全体で１６本の場合を示し、信号線は信号
線Ｄ１のみ代表的に波形を示している。
【０１３５】
図３、図１０を参照して、時刻ｔ１において走査線Ｌ１が活性化される。対応して、信号
線Ｄ１には負極性の画像に対応する信号が与えられる。
【０１３６】
以降時刻ｔ２、ｔ３、ｔ４においてそれぞれ走査線Ｌ３、Ｌ５、Ｌ７が活性化され、信号
線Ｄ１にはその都度画像に対応する負極性の信号が与えられ、信号線と走査線との交点部
に存在する画素部の保持信号が更新される。
【０１３７】
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時刻ｔ１～ｔ５においては走査線の選択の切換は２Ｈ周期で行なわれ、走査線は飛越し走
査により１本おきに順次選択される。
【０１３８】
時刻ｔ５～ｔ１Ａにおいては、画面の下部領域が連続走査される。走査線は、切換周期１
Ｈにて走査線Ｌ９～Ｌ１６が１本ずつ順次選択される。また走査線の選択に応じて信号線
Ｄ１には画像信号に対応する正極性の信号が与えられ各画素部における保持信号が更新さ
れる。以上が図９（ａ）に対応する動作波形である。
【０１３９】
なお、時刻ｔ１Ａ以降は図９（ｄ）に対応する動作波形である。図９（ｂ）、図９（ｃ）
に対応する動作波形は図示しない。
【０１４０】
時刻ｔ１Ａ～ｔ５Ａの間は、走査線の選択の切換は２Ｈ周期で行なわれ、飛越し走査によ
り走査線Ｌ２、Ｌ４、Ｌ６、Ｌ８が順次選択される。また各走査線の選択に対応して信号
線Ｄ１には画像信号に対応する正極性の信号が与えられ各画素部が保持する信号が更新さ
れる。
【０１４１】
時刻ｔ５Ａ以降は画面の下部領域が連続走査される。走査線は、切換周期１Ｈにて走査線
Ｌ９～Ｌ１６が１本ずつ順次選択される。また走査線の選択に応じて信号線Ｄ１には画像
信号に対応する正極性の信号が与えられ各画素部における保持信号が更新される。
【０１４２】
図１０においては、信号線の代表として信号線Ｄ１を示したが、他の信号線にもそれぞれ
各画素に対応する同様な極性を持つ信号が与えられる。
【０１４３】
液晶は直流を印加し続けると特性が劣化するので、画素部の保持する信号の極性を一定の
頻度で変える必要が有る。逆極性の信号による画素部への充電は、同極性の信号による充
電よりも長い時間が必要となる。
【０１４４】
そこで、実施の形態４においては、選択時間の長い走査線に対応する画素部に画面更新の
つど走査ごとに極性を変えて電圧を印加する。このようにして液晶の特性の劣化を防いで
いる。
【０１４５】
なお、極性の反転が行なわれない画面下部についても、液晶が劣化しない範囲の周期で極
性を反転させる必要がある。この場合、走査線の選択時間が短いため極性を変えた直後は
画素部が充電不足となり、画面の下部領域についてはコントラスト等の劣化が発生するが
、画面上部は十分に充電されるために画面全体の画質が劣化するわけではない。実施の形
態４では、走査線の選択時間が長くかつ走査ごとに極性を変える画素部が画面全体に占め
る比率を高くすることにより、液晶劣化を防ぎつつかつ画面全体の画質を向上させるもの
である。
【０１４６】
以上の波形に基づいて画面全体の各画素部が保持する信号の極性の移り変りを説明する。
【０１４７】
図１１は、第１画像表示時での各画素部が保持する信号の極性を説明するための図である
。
【０１４８】
図１１は、図９（ａ）で説明した走査線の選択がすべて完了した直後の状態を示す。説明
の簡単のため、走査線は走査線Ｌ１～Ｌ１６の１６本で、信号線は、信号線Ｄ１～Ｄ２０
の２０本の場合を例として示すことにする。すなわち、図９におけるｎ＝８、ｍ＝８の場
合に相当する。
【０１４９】
図１１を参照して、各画素内に表示されている矢印は各画素部が保持する信号の極性を示
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し、上向き矢印は正極性を、下向き矢印は負極性を示す。
【０１５０】
第１画像表示時において更新された画素部に対応する走査線には○印が付けられている。
また、２Ｈは走査線の選択の切換が２Ｈ周期で行なわれる走査線であることを示し、１Ｈ
は走査線の選択の切換が１Ｈ周期で行なわれる走査線であることを示す。第１画像の更新
の前においては、すべての画素には正極性の信号が書込まれていたとする。
【０１５１】
走査線Ｌ１～Ｌ８に対応する第１の画面領域においては、奇数番目の走査線が順次選択さ
れ各画素部には負極性の信号が与えられる。
【０１５２】
また、走査線Ｌ９～Ｌ１６に対応する第２の画面領域においては、走査線は走査線Ｌ９か
ら順番に１Ｈの周期で選択切換が行なわれ各画素の更新がされる。このとき各画素部には
前回保持したデータと同じ正極性の信号が与えられる。
【０１５３】
図１２は、第２画像表示時での各画素部が保持する信号の極性を説明するための図である
。
【０１５４】
図１２は、図９（ｂ）の走査線の選択が完了した直後の状態に対応する。
走査線Ｌ１～Ｌ８に対応する第１の画面領域においては、偶数番目の走査線が順次選択さ
れ負極性の信号が与えられ対応する画素部が保持する信号の極性は負極性になる。したが
って、第１の画面領域においてはすべての画素部の保持する信号の極性は負極性となる。
【０１５５】
画面下部の走査線Ｌ９～Ｌ１６に対応する第２の画面領域では、図１１の場合と同様の画
面更新が行なわれる。
【０１５６】
図１３は、第３画像表示時での各画素部が保持する信号の極性を説明するための図である
。
【０１５７】
図１３は、図９（ｃ）の走査線の選択が完了した直後の状態に対応する。
走査線Ｌ１～Ｌ８に対応する第１の画面領域においては、奇数番目の走査線が順次選択さ
れ、対応する画素部が保持する信号が更新される。更新される画素部の信号の極性は正極
性であり、奇数番目の走査線に対応する画素部が保持する信号の極性は反転する。
【０１５８】
走査線Ｌ９～Ｌ１６に対応する第２の画面領域においては、図１１と同様の動作が行なわ
れるので説明は繰返さない。
【０１５９】
図１４は、第４画像表示時での各画素部の保持する信号の極性を説明するための図である
。
【０１６０】
図１４は、図９（ｄ）で説明した走査線の選択が完了した直後の状態に対応する。
【０１６１】
走査線Ｌ１～Ｌ８に対応する第１の画面領域においては、偶数番目の走査線が順次選択さ
れ、対応する画素部には正極性の信号が書込まれる。したがって、偶数番目の走査線に対
応する各画素部が保持する信号の極性も反転し、第１の画面領域のすべての画素部が保持
する信号の極性は正極性となる。
【０１６２】
走査線Ｌ９～Ｌ１６に対応する第２の画面領域においては、図１１と同様の動作が行なわ
れるため説明は繰返さない。
【０１６３】
したがって、第１の画面領域においては、コントラストの良い画像が得られる。
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【０１６４】
［実施の形態５］
図１５は、実施の形態５において走査線が選択される順序を説明するための図である。図
１５（ａ）～図１５（ｈ）は、それぞれ第１～第８画像表示時において走査線が選択され
る順序を示す。
【０１６５】
実施の形態５では、実施の形態３と同様に、走査線の選択時間が長い画面領域の走査間隔
が１本おき、すなわちピッチが２であり、選択時間が短い画面領域では走査が連続してな
される、すなわちピッチが１で走査される場合を例として説明する。また、画面全体の走
査線の本数をｋ本とし、画面上部の走査線ｎ本の画面領域と、画面下部の走査線ｎ本の画
面領域とから１画面が構成されるとする。なお、ｋ＝２ｎである。
【０１６６】
図１５（ａ）を参照して、第１画像が表示更新される、時刻ｔ０～ｔ１において、画面の
上部領域では、１本の間隔をあけて第１、第３、第５、…、第（ｎ－３）、第（ｎ－１）
の走査線が順次選択される。引続き、画面の下部領域においては、第（ｎ＋１）～第（２
ｎ）の走査線が１本ずつ順次選択される。ここで、画面の上部領域においては、与えられ
る信号の極性が反転され、画面の下部領域においては前画像と同一の極性の信号が各画素
部に与えられる。
【０１６７】
図１５（ｂ）を参照して、時刻ｔ１～ｔ２における第２画像の表示更新時においては、画
面の上部領域では第２、第４、第６、…、第（ｎ－２）、第ｎの走査線が順次選択される
。すなわち、画面の上部領域においては走査線１本当りの選択時間が長く、かつ、飛越し
走査が行なわれる。画面の上部領域においては走査線の選択に対応して負極性の信号が各
画素部に与えられ、更新される各画素部が保持する信号の極性は正極性から負極性へと反
転する。
【０１６８】
引続き、画面の下部領域では、第（ｎ＋１）～第（２ｎ）の走査線が１本ずつ順次選択さ
れる。このときの走査線の選択が切換わる周期は１Ｈである。
【０１６９】
図１５（ｃ）を参照して、時刻ｔ２～ｔ３において、第３画像が表示される。画面の上部
領域は、連続走査が行なわれ、第１～第ｎの走査線が選択の切換周期１Ｈで順次選択され
る。
【０１７０】
引続き、画面の下部領域においては飛越し走査が実施され、第（ｎ＋１）、第（ｎ＋３）
、…、第（２ｎ－３）、第（２ｎ－１）の走査線が順次１本ごとに選択される。画面の下
部領域においては、走査線の選択が切換わる周期は２Ｈであり、与えられる信号の極性は
負極性になり、更新された各画素部が保持する信号の極性は反転する。
【０１７１】
図１５（ｄ）を参照して、時刻ｔ３～ｔ４において第４画像の表示が行なわれる。画面の
上部領域に関しては、図１５（ｃ）の場合と同様の動作が行なわれるので説明は繰返さな
い。
【０１７２】
画面の下部領域においては偶数番目の走査線が選択の切換周期２Ｈで順次選択される。す
なわち第（ｎ＋２）、第（ｎ＋４）…、第（２ｎ－２）、第（２ｎ）の走査線が１本ずつ
順次選択される。画面の下部領域においては走査線の選択に対応して負極性の信号が各画
素部に与えられ、画面の下部領域のすべての各画素部が保持する信号の極性は正極性から
負極性へと反転する。
【０１７３】
図１５（ｅ）～図１５（ｈ）では、画面の画素部が保持する信号の極性が負極性から正極
性に反転する様子を説明する。
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【０１７４】
図１５（ｅ）を参照して、第１画像が表示更新される、時刻ｔ０～ｔ１において、画面の
上部領域では、１本の間隔をあけて第１、第３、第５、…、第（ｎ－３）、第（ｎ－１）
の走査線が順次選択される。引続き、画面の下部領域においては、第（ｎ＋１）～第（２
ｎ）の走査線が１本ずつ順次選択される。ここで、画面の上部領域においては、与えられ
る信号の極性が反転され、画面の下部領域においては前画像と同一の極性の信号が各画素
部に与えられる。
【０１７５】
図１５（ｆ）を参照して、時刻ｔ１～ｔ２における第２画像の表示時においては、画面の
上部領域では第２、第４、第６、…、第（ｎ－２）、第ｎの走査線が順次選択される。す
なわち画面の上部領域においては走査線１本当りの選択時間が長く、かつ、飛越し走査が
行なわれる。画面の上部領域においては走査線の選択に対応して正極性の信号が各画素部
に与えられ、画面の上部領域のすべての各画素部が保持する信号の極性は負極性から正極
性へと反転する。
【０１７６】
引続き、画面の下部領域では、第（ｎ＋１）～第（２ｎ）の走査線が１本ずつ順次選択さ
れる。このときの走査線の選択が切換わる周期は１Ｈである。
【０１７７】
図１５（ｇ）を参照して、時刻ｔ２～ｔ３において、第３画像が表示される。画面の上部
領域は、連続走査が行なわれ、第１～第ｎの走査線が選択の切換周期１Ｈで順次選択され
る。
【０１７８】
引続き、画面の下部領域においては飛越し走査が実施され、第（ｎ＋１）、第（ｎ＋３）
、…、第（２ｎ－３）、第（２ｎ－１）の走査線が順次１本ごとに選択される。画面の下
部領域においては、走査線の選択が切換わる周期は２Ｈであり、与えられる信号の極性は
正極性になり、更新された各画素部が保持する信号の極性は反転する。
【０１７９】
図１５（ｈ）を参照して、時刻ｔ３～ｔ４において第４画像の表示が行なわれる。画面の
上部領域に関しては、図１５（ｃ）の場合と同様の動作が行なわれるので説明は繰返さな
い。
【０１８０】
画面の下部領域においては偶数番目の走査線が選択の切換周期２Ｈで順次選択される。す
なわち第（ｎ＋２）、第（ｎ＋４）…、第（２ｎ－２）、第（２ｎ）の走査線が１本ずつ
順次選択される。画面の下部領域においては走査線の選択に対応して正極性の信号が各画
素部に与えられ、画面の下部領域のすべての各画素部が保持する信号の極性は負極性から
正極性へと反転する。
【０１８１】
図１６、図１７は、実施の形態５における画面の更新の手順を説明するためのフローチャ
ートである。
【０１８２】
図１６を参照して、まず、ステップＳ０１において、第（８Ｓ＋１）画像の表示が開始さ
れる（Ｓは自然数）。
【０１８３】
以降、各走査線に対応して選択される１群の画素部をラインと称することにする。
【０１８４】
ステップＳ０２において、画面上部の第１領域の奇数ラインを負極性で順次更新する。こ
の更新時間は１ライン当り２Ｈの周期で行なわれる。ステップＳ０３において、画面下部
の第２領域のすべてのラインを正極性で順次更新する。このときの走査線の選択はピッチ
が１で更新時間は１ライン当り１Ｈで選択の切換が行なわれる。そしてステップＳ０４に
おいて、第（８Ｓ＋１）画像の表示が完了する。
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【０１８５】
以上ステップＳ０１～Ｓ０４は、図１５（ａ）に対応する。
続いて、ステップＳ０５において、第（８Ｓ＋２）画像の表示が開始される。ステップＳ
０６において、画面上部の第１領域の偶数ラインを負極性で順次更新する。このときの走
査線の選択はピッチが２で、更新時間は１ライン当り２Ｈである。
【０１８６】
続いて、ステップＳ０７において、画面下部の第２領域のすべてのラインを正極性で順次
更新する。このときの更新時間は１ライン当り１Ｈである。そして、ステップＳ０８にお
いて第（８Ｓ＋２）画像の表示が完了する。
【０１８７】
以上ステップＳ０５～Ｓ０８は、図１５（ｂ）に対応する。
続いて、ステップＳ１１において、第（８Ｓ＋３）画像の表示が開始される。
【０１８８】
ステップＳ１２において、画面上部の第１領域のすべてのラインを負極性で順次更新する
。このときの更新時間は１ライン当り１Ｈで選択の切換が行なわれる。ステップＳ１３に
おいて、画面下部の第２領域の奇数ラインを負極性で順次更新する。この更新時間は１ラ
イン当り２Ｈの周期で行なわれる。そしてステップＳ１４において、第（８Ｓ＋３）画像
の表示が完了する。
【０１８９】
以上ステップＳ１１～Ｓ１４は、図１５（ｃ）に対応する。
続いて、ステップＳ１５において、第（８Ｓ＋４）画像の表示が開始される。
【０１９０】
ステップＳ１６において、画面上部の第１領域のすべてのラインを負極性で順次更新する
。このときの更新時間は１ライン当り１Ｈである。ステップＳ１７において、画面下部の
第２領域の偶数ラインを負極性で順次更新する。このときの更新時間は１ライン当り２Ｈ
である。そして、ステップＳ１８において第（８Ｓ＋４）画像の表示が完了する。
【０１９１】
以上ステップＳ１５～Ｓ１８は、図１５（ｄ）に対応する。
続いて、図１７を参照して、ステップＳ２１において、第（８Ｓ＋５）画像の表示が開始
される。
【０１９２】
ステップＳ２２において、画面上部の第１領域の奇数ラインを正極性で順次更新する。こ
の更新時間は１ライン当り２Ｈの周期で行なわれる。ステップＳ２３において、画面下部
の第２領域のすべてのラインを負極性で順次更新する。このときの更新時間は１ライン当
り１Ｈで選択の切換が行なわれる。そしてステップＳ２４において、第（８Ｓ＋５）画像
の表示が完了する。
【０１９３】
以上ステップＳ２１～Ｓ２４は、図１５（ｅ）に対応する。
続いて、ステップＳ２５において、第（８Ｓ＋６）画像の表示が開始される。ステップＳ
２６において、画面上部の第１領域の偶数ラインを正極性で順次更新する。このときの更
新時間は１ライン当り２Ｈである。
【０１９４】
続いて、ステップＳ２７において、画面下部の第２領域のすべてのラインを負極性で順次
更新する。このときの更新時間は１ライン当り１Ｈである。そして、ステップＳ２８にお
いて第（８Ｓ＋６）画像の表示が完了する。
【０１９５】
以上ステップＳ２５～Ｓ２８は、図１５（ｆ）に対応する。
続いて、ステップＳ３１において、第（８Ｓ＋７）画像の表示が開始される。
【０１９６】
ステップＳ３２において、画面上部の第１領域のすべてのラインを正極性で順次更新する
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。このときの更新時間は１ライン当り１Ｈで選択の切換が行なわれる。ステップＳ３３に
おいて、画面下部の第２領域の奇数ラインを正極性で順次更新する。この更新時間は１ラ
イン当り２Ｈの周期で行なわれる。そしてステップＳ３４において、第（８Ｓ＋７）画像
の表示が完了する。
【０１９７】
以上ステップＳ３１～Ｓ３４は、図１５（ｇ）に対応する。
続いて、ステップＳ３５において、第（８Ｓ＋８）画像の表示が開始される。
【０１９８】
ステップＳ３６において、画面上部の第１領域のすべてのラインを負極性で順次更新する
。このときの更新時間は１ライン当り１Ｈである。ステップＳ３７において、画面下部の
第２領域の偶数ラインを正極性で順次更新する。このときの更新時間は１ライン当り２Ｈ
である。そして、ステップＳ３８において第（８Ｓ＋８）画像の表示が完了する。
【０１９９】
以上ステップＳ３５～Ｓ３８は、図１５（ｈ）に対応する。
以降はステップＳ０１～Ｓ３８が繰返される。
【０２００】
次に、各画素部が保持する信号の極性の移り変りを説明する。
図１８は、第１画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図で
ある。図１８は、図１５（ａ）で示した走査線の選択が終了した直後に対応する。
【０２０１】
この画像の前の画像表示時においてはすべての画素部は正極性の信号を保持していたもの
とする。なお、図中の上向き矢印は正極性の信号を示し、下向きの矢印は負極性の信号を
示す。
【０２０２】
図１８を参照して、画面上部の走査線Ｌ１～Ｌ８においては奇数番目の走査線が順次選択
され対応する画素が更新される。この更新の周期は２Ｈである。更新時には負極性の信号
が各画素部に書込まれ、更新される画素部が保持する信号の極性は反転する。
【０２０３】
走査線Ｌ９～Ｌ１６に対応する画面下部の領域はすべての走査線が順次選択される。この
ときの選択の切換周期は１Ｈである。
【０２０４】
画面の下部領域については正極性の信号が書込まれるため、各画素部が保持する信号の極
性は反転しない。
【０２０５】
図１９は、第２画像表示時において各画素部が保持する信号の極性を説明するための図で
ある。
【０２０６】
図１９は、図１５（ｂ）の走査線の選択が終了した直後に対応する。図１９を参照して、
画面上部の領域においては偶数番目の走査線が順次選択され対応する画素部の保持する信
号が更新される。このとき、書込まれる信号の極性は負極性であり、各画素部が保持する
信号の極性は反転する。そして、画面上部の領域においては各画素部が保持する信号の極
性はすべて負極性になる。
【０２０７】
続いて、画面下部の領域の表示更新がされる。走査線Ｌ９～Ｌ１６が順次選択され対応す
る画素部に正極性の信号が順次書込まれる。このときの選択の切換周期は１Ｈである。
【０２０８】
図２０は、第３画像表示時における各画素部が保持する信号の極性を説明するための図で
ある。
【０２０９】
図２０は、図１５（ｃ）の走査線の選択が終了した直後の状態に対応する。図２０を参照
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して、画面上部の領域においては走査線Ｌ１～Ｌ８が順次選択され各画素部には負極性の
信号が書込まれる。このとき、走査線の選択の切換周期は１Ｈである。
【０２１０】
画面下部においては奇数番目の走査線のみが順次選択され、対応する画素部には負極性の
信号が書込まれる。このとき、走査線の選択の切換周期は２Ｈである。
【０２１１】
図２１は、第４画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図で
ある。
【０２１２】
図２１は、図１５（ｄ）の走査線の選択が終了した直後に対応する。図２１を参照して、
画面上部の走査線Ｌ１～Ｌ８に対応する領域においては図２０と同様な動作が行なわれる
ので、説明は繰返さない。
【０２１３】
画面下部の領域においては、偶数番目の走査線のみが順次選択される。この選択の切換周
期は２Ｈである。走査線が選択されると対応する画素部には負極性の信号が書込まれる。
したがって、図２１においては、画面のすべての画素部が保持する信号の極性は負極性に
なる。
【０２１４】
図１８～図２１で示した手順を経てすべての画面領域における各画素部の保持する信号の
極性が反転する。各画素部に記された図中の矢印が上向きから下向きに反転することでこ
のことが示される。
【０２１５】
図２２は、第５画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図で
ある。
【０２１６】
図２２は、図１５（ｅ）の走査線の選択が終了した直後に対応する。
図２２を参照して、画面上部の走査線Ｌ１～Ｌ８においては奇数番目の走査線が順次選択
され対応する画素が更新される。この更新の周期は２Ｈである。更新時には正極性の信号
が各画素部に書込まれ、更新される画素部が保持する信号の極性は反転する。
【０２１７】
走査線Ｌ９～Ｌ１６に対応する画面下部の領域はすべての走査線が順次選択される。この
ときの選択の切換周期は１Ｈである。
【０２１８】
画面の下部領域については負極性の信号が書込まれるため、各画素部が保持する信号の極
性は反転しない。
【０２１９】
図２３は、第６画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図で
ある。
【０２２０】
図２３は、図１５（ｆ）に示した走査線の選択が終了した直後の状態に対応する。図２３
を参照して、画面上部の領域においては偶数番目の走査線が順次選択され、対応する画素
部の保持する信号が更新される。このとき、書込まれる信号の極性は正極性であり、各画
素部が保持する信号の極性は反転する。そして、画面上部の領域においては各画素部が保
持する信号の極性はすべて正極性になる。
【０２２１】
続いて、画面下部の領域の表示更新がされる。走査線Ｌ９～Ｌ１６が順次選択され対応す
る画素部に負極性の信号が順次書込まれる。このときの選択の切換周期は１Ｈである。
【０２２２】
図２４は、第７画像表示時における各画素部が保持する信号の極性を説明するための図で
ある。
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【０２２３】
図２４は、図１５（ｇ）に示した走査線の選択が終了した直後に対応する。図２４を参照
して、画面上部の領域においては走査線Ｌ１～Ｌ８が順次選択され各画素部には正極性の
信号が書込まれる。このとき、走査線の選択の切換周期は１Ｈである。
【０２２４】
画面下部においては奇数番目の走査線のみが順次選択され、対応する画素部には正極性の
信号が書込まれる。このとき、走査線の選択の切換周期は２Ｈである。
【０２２５】
図２５は、第８画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図で
ある。
【０２２６】
図２５は、図１５（ｈ）に示した走査線の選択が終了した直後に対応する。図２５を参照
して、画面上部の走査線Ｌ１～Ｌ８に対応する領域においては図２４と同様な動作が行な
われるので、説明は繰返さない。
【０２２７】
画面下部の領域においては、偶数番目の走査線のみが順次選択される。この選択の切換周
期は２Ｈである。走査線が選択されると対応する画素部には正極性の信号が書込まれる。
したがって、図２５においては、画面のすべての画素部が保持する信号の極性は正極性に
なる。
【０２２８】
図２２～図２５で示した手順を経てすべての画面領域における各画素部の保持する信号の
極性が反転する。各画素部に記された図中の矢印が下向きから上向きに反転することでこ
のことが示される。
【０２２９】
以上説明したように、実施の形態５においては、逆極性の充電をする画素部のに対応する
走査線の選択時間を長くし、極性を変えないで充電する画素部に対応する走査線の選択時
間を短くする。そして、逆極性の充電をする画素部の画面領域を一定時間経過後に入れ替
えて移動させることにより全画面の充電時間の不足を解消しかつ液晶劣化を防ぐことがで
きる。
【０２３０】
［実施の形態６］
図２６は、実施の形態６における画面の走査線の選択の様子を説明するための図である。
【０２３１】
図２６を参照して、実施の形態６においては画面をさらに分割して各分割された領域ごと
に異なる方法で走査線の選択を行なう。図２６では例として画面を４分割する場合を示す
。各画面領域は、それぞれｎ本の走査線に対応する画素部からなり、全走査線の本数ｋ＝
４・ｎである。
【０２３２】
図２７は、実施の形態６における走査線の選択順序を説明するための図である。図２７（
ａ）は、第１画像に対応する図であり、図２７（ｂ）は第２画像に対応する図である。
【０２３３】
図２６、図２７（ａ）を参照して、画面の上部から第１、第２、第３、第４の画面領域に
分割されるとすると、まず第１の画面領域においては、奇数番目の走査線が順次１本ずつ
選択される。このときの走査線の選択はピッチが２で行なわれ、選択の切換周期は２Ｈで
ある。すなわち、第１、第３、…、第（ｎ－１）の走査線が順次１本ずつ選択される。
【０２３４】
第２の画面領域においてはｎ本の走査線は１本ずつ順次選択される。すなわち、第（ｎ＋
１）～第（２ｎ）の走査線はピッチが１で連続走査される。このときの選択の切換周期は
１Ｈである。
【０２３５】
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次に、第３の画面領域においては、第１の画面領域と同様に奇数番目の走査線が順次選択
される。すなわち、第（２ｎ＋１）～第（３ｎ－１）の走査線は奇数番目の走査線のみが
順次選択される。このときの走査線の選択はピッチが２で行なわれ、選択の切換周期は２
Ｈである。
【０２３６】
第４の画面領域においては、連続走査がされ、第（３ｎ＋１）～第（４ｎ）の走査線は１
本ずつ順次選択される。このときの選択の切換周期は１Ｈである。
【０２３７】
図２７（ｂ）において、第２画像表示時における走査線の選択は第１の画面領域は偶数番
目の走査線のみが順次選択される。このときの走査線の選択の切換周期は２Ｈである。第
２の画面領域においては、図２７（ａ）と同様連続走査が行なわれる。
【０２３８】
第３の画面領域においては、偶数番目の走査線が順次選択される。このときの走査線の切
換の周期は２Ｈである。第４の画面領域においては、図２７（ａ）と同様連続走査が行な
われる。
【０２３９】
図２８は、第１画像表示時における各画素部の保持する極性を説明するための図である。
【０２４０】
図２８では、説明の簡単のため走査線はＬ１～Ｌ１６の１６本とし、信号線はＤ１～Ｄ２
０の２０本の場合を示す。図２６、図２７との対応においてｎ＝４の場合に相当する。ま
た、前の画像表示時においては、すべての画素部は正極性の信号を保持していたものとす
る。
【０２４１】
走査線Ｌ１～Ｌ４に対応する画素からなる第１の画面領域においては、奇数番目の走査線
が順次選択される。この走査線の選択の切換周期は２Ｈである。走査線が選択されると、
信号線Ｄ１～Ｄ２０によって負極性の信号が各画素部に書込まれる。
【０２４２】
走査線Ｌ５～Ｌ８に対応する画素からなる第２の画面領域においては、すべての走査線が
順次選択される。この選択の切換は、１Ｈの周期で行なわれる。第２の画面領域において
は信号線から与えられる信号の極性は正極性であり各画素部が保持する信号の極性の反転
は生じない。
【０２４３】
走査線Ｌ９～Ｌ１２に対応する画素からなる第３の画面領域においては、第１の画面領域
と同様、奇数番目の走査線が順次選択され対応する画素部には負極性の信号が書込まれる
。この際の選択の切換周期は２Ｈである。
【０２４４】
走査線Ｌ１３～Ｌ１６に対応する画素からなる第４の画面領域においては、すべての走査
線が順次選択される。このときの選択の切換周期は１Ｈである。また書込まれる信号の極
性は正極性であり、各画素部が保持する信号の極性の反転は生じない。
【０２４５】
図２９は、第２画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図で
ある。
【０２４６】
図２９を参照して、第１の画面領域においては、偶数番目の走査線が順次選択され負極性
の信号が書込まれる。この際の選択の切換周期は２Ｈである。
【０２４７】
第２の画面領域においては、図２８に示した動作と同様な動作が行なわれるので説明は繰
返さない。
【０２４８】
走査線Ｌ９～Ｌ１２に対応する画素からなる第３の画面領域においては、偶数番目の走査



(24) JP 4278215 B2 2009.6.10

10

20

30

40

50

線が順次選択される。この際の選択の切換周期は２Ｈである。書込まれる信号は負極性で
ある。
【０２４９】
走査線Ｌ１３～Ｌ１６に対応する画素からなる第４の画面領域においては、図２８で説明
した動作が繰返されるので説明は繰返さない。
【０２５０】
図３０は、第３画像表示時における各画素の保持する信号の極性を説明するための図であ
る。
【０２５１】
図３０を参照して、走査線Ｌ１～Ｌ４に対応する画素部からなる第１の画面領域において
は、すべての走査線が順次選択される。この選択の切換は、１Ｈの周期で行なわれる。第
１の画面領域においては信号線から与えられる信号の極性は負極性であり各画素部が保持
する信号の極性の反転は生じない。
【０２５２】
走査線Ｌ５～Ｌ８に対応する画素部からなる第２の画面領域においては、奇数番目の走査
線が順次選択される。この走査線の選択の切換周期は２Ｈである。走査線が選択されると
、信号線Ｄ１～Ｄ２０によって負極性の信号が各画素部に書込まれる。
【０２５３】
走査線Ｌ９～Ｌ１２に対応する画素からなる第３の画面領域においては、すべての走査線
が順次選択される。このときの選択の切換周期は１Ｈである。また書込まれる信号の極性
は負極性であり、各画素部が保持する信号の極性の反転は生じない。
【０２５４】
走査線Ｌ１３～Ｌ１６に対応する画素からなる第４の画面領域においては、第２の画面領
域と同様、奇数番目の走査線が順次選択され、対応する画素部には負極性の信号が書込ま
れる。この際の選択の切換周期は２Ｈである。
【０２５５】
図３１は、第４画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図で
ある。
【０２５６】
図３１を参照して、第１の画面領域においては、図３０に示した動作が繰返されるので説
明は繰返さない。
【０２５７】
第２の画面領域においては、偶数番目の走査線が順次選択され負極性の信号が書込まれる
。この際の選択の切換周期は２Ｈである。
【０２５８】
走査線Ｌ９～Ｌ１２に対応する画素からなる第３の画面領域においては、図３０で説明し
た動作が繰返されるので説明は繰返さない。
【０２５９】
走査線Ｌ１３～Ｌ１６に対応する画素からなる第４の画面領域においては、偶数番目の走
査線が順次選択される。この際の選択の切換周期は２Ｈである。書込まれる信号は負極性
である。
【０２６０】
このようにして、４回の画面の更新を経てすべて画素部が保持する信号の極性が反転され
る。
【０２６１】
続いて、同様の手順で、各画素部が保持する信号の極性が負極性から正極性へと反転され
、以降、各画素部が保持する信号の極性は一定の間隔で反転が繰返される。
【０２６２】
実施の形態６では、走査線の飛越し間隔の広い方の画面領域と、走査線の飛越し間隔の狭
い方または走査線を連続して走査する画面領域とをそれぞれ複数有する。そしてこれらの
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領域を表示画像ごとに入換えて表示することにより、充電条件の異なる領域が分散し、各
画素部の充電が均一化され、画質の向上が期待できる。
【０２６３】
以上実施の形態１～実施の形態６で説明した例は、液晶材料として強誘電性液晶または反
強誘電性液晶を用いる視野角が広い液晶表示装置を実現するために有効であるが、液晶材
料にツイステッド・ネマティック液晶を用いた場合において、高精細な画面を実現するた
めに走査線を増やし充電時間が不足する場合などでも有効である。
【０２６４】
今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えられ
るべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、
特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される
。
【０２６５】
【発明の効果】
　本実施の形態の液晶表示装置は、画面の更新速度が速くなり、動画をより自然に見せる
ことが可能となる。そして、逆極性の充電をする画素部の画面領域を一定時間経過後に入
れ替えて移動させることにより全画面の充電時間の不足を解消しかつ液晶劣化を防ぐこと
ができる。
【０２６６】
　加えて、走査間隔の広い画面領域を設け、走査線の選択時間を長くさせることで充電効
率を高め、低消費電力化が可能となる場合がある。
【０２６８】
　加えて、視野角を広くすることができる場合がある。
【０２６９】
　加えて、走査線数の多い画面を駆動する際に画質を改善することができる場合がある。
【０２７０】
　本実施の形態の液晶表示装置の駆動方法は、画面の更新速度が速くなり、動画をより自
然に見せることが可能となる。そして、逆極性の充電をする画素部の画面領域を一定時間
経過後に入れ替えて移動させることにより全画面の充電時間の不足を解消しかつ液晶劣化
を防ぐことができる。
【０２７１】
　加えて、走査間隔の広い画面領域を設け、走査線の選択時間を長くさせることで充電効
率を高め、低消費電力化が可能となる場合がある。
【０２７３】
　加えて、視野角を広くすることができる場合がある。
【０２７４】
　加えて、走査線数の多い画面を駆動する際に画質を改善することができる場合がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の液晶表示装置１の構成を示す図である。
【図２】　図１における液晶パネル２および表示制御部８の概略構成を示すブロック図で
ある。
【図３】　図２における表示パネル２２の一部を拡大して示した等価回路図である。
【図４】　実施の形態１における画面上において走査線が選択される様子を説明するため
の図である。
【図５】　実施の形態１において走査線が選択される順序を説明するための図である。
【図６】　実施の形態２における画面上での走査線の選択の様子を説明するための図であ
る。
【図７】　実施の形態２における走査線を選択する順番を説明するための図である。
【図８】　実施の形態３における走査線の選択される順序を説明するための図である。図
８（ａ）は第１画像に対応する図である。図８（ｂ）は第２画像に対応する図である。
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【図９】　実施の形態４における走査線の選択される順序を説明するための図である。図
９（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）はそれぞれ第１、第２、第３、第４画像に対応する図
である。
【図１０】　図９（ａ）～図９（ｄ）における走査線および信号線の実際の動作を説明す
るための動作波形図である。
【図１１】　第１画像表示時での各画素部が保持する信号の極性を説明するための図であ
る。
【図１２】　第２画像表示時での各画素部が保持する信号の極性を説明するための図であ
る。
【図１３】　第３画像表示時での各画素部が保持する信号の極性を説明するための図であ
る。
【図１４】　第４画像表示時での各画素部の保持する信号の極性を説明するための図であ
る。
【図１５】　実施の形態５において走査線が選択される順序を説明するための図である。
図１５（ａ）～図１５（ｈ）は、それぞれ第１～第８画像表示時において走査線が選択さ
れる順序をそれぞれ示す。
【図１６】　実施の形態５における画面の更新の手順を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１７】　実施の形態５における画面の更新の手順を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１８】　第１画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図
である。
【図１９】　第２画像表示時において各画素部が保持する信号の極性を説明するための図
である。
【図２０】　第３画像表示時における各画素部が保持する信号の極性を説明するための図
である。
【図２１】　第４画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図
である。
【図２２】　第５画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図
である。
【図２３】　第６画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図
である。
【図２４】　第７画像表示時における各画素部が保持する信号の極性を説明するための図
である。
【図２５】　第８画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図
である。
【図２６】　実施の形態６における画面の走査線の選択の様子を説明するための図である
。
【図２７】　実施の形態６における走査線の選択順序を説明するための図である。図２７
（ａ）は、第１画像に対応する図であり、図２７（ｂ）は、第２画像に対応する図である
。
【図２８】　第１画像表示時における各画素部の保持する極性を説明するための図である
。
【図２９】　第２画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図
である。
【図３０】　第３画像表示時における各画素の保持する信号の極性を説明するための図で
ある。
【図３１】　第４画像表示時における各画素部の保持する信号の極性を説明するための図
である。
【図３２】　従来のツイステッド・ネマティック液晶を用いたＴＦＴ液晶パネルの駆動方
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法を説明するための図である。
【図３３】　走査線の駆動順序を説明するとともに、信号線とＴＦＴとを通じて画素電極
に与えられる信号の極性を説明するための図である。図３３（ａ）は、第１画像に対応す
る図であり、図３３（ｂ）は、第２画像に対応する図である。
【図３４】　擬似ＤＣ駆動方式の一例を説明するための図である。図３４（ａ）は第１画
像に対応する図であり、図３４（ｂ）は第２画像に対応する図であり、図３４（ｃ）は第
３画像に対応する図であり、図３４（ｄ）は第４画像に対応する図である。
【図３５】　従来の擬似ＤＣ駆動方式の動作を表わすフローチャートである。
【符号の説明】
１　液晶表示装置、２　液晶パネル、８　表示信号制御部、４　光源、６　光源駆動部、
１０　反転回路、１４　Ｘドライバ、１６　シフトレジスタ、１８　サンプルホールド回
路、１２　表示制御回路、２０　Ｙドライバ、Ｌ１～Ｌ１６走査線、Ｄ１～Ｄ２０　信号
線、２２　表示パネル、３４　スイッチング素子、４４　画素電極、４６　対向電極、３
２　画素部。

【図１】 【図２】
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